
 

 

《入力例》 

業 績 目 録 

（論 文） 

※論文に関する入力は、次のように統一してください。 

・雑誌の場合－題名、誌名、巻：最初－最後の頁 

・書籍の場合－書名、発行所、発行地、頁 または 題名 最初と最後の頁 

        編者名：書名、章、発行所、発行地 

・著者名は、所定の項に共著者も含めて論文に記載された順に入力し、本人の名の下にアンダーラインを

引いてください。 

・発表年は西暦で所定の項に入力してください。 

 

 

業 績 目 録 

（学 会） 

番号 発 表 年 月 日 演題名、発表学会名、地名 演 者 名 

１ 

 

 

 

２ 

 

 

３ 

2007年 12月 16日 

 

 

 

2009年６月３日 

 

 

2010年 12月 10日 

 

An Attempt to standardize young females' 

mandibles, The 10th Congress of Oral and 

Maxillo-facial Radiology, NewYork 

 

放射線照射による顎骨への影響に関する画像的研

究、大阪画像診断学会 第 70 回学術大会、鹿児島 

 

舌癌に対する高線量率連続組織内照射―晩発性有

害事象の観点からの放射線生物学的研究―、第 601

回 浪速大学学会例会、大阪 

 

 

Osaka T, Tanaka H, 

Yodoya J, Nakanoshima 

K 

 

大阪太郎・田中花子 

 

 

田中花子・大阪太郎・中

之島京子 

 

 

※学会に関する入力は、次のように統一してください。 

・演題名、発表学会名、地名 

・演者名は、所定の項に共同演者も含めてプログラムに記載された順に入力し、本人の名の下にアンダー

ラインを引いてください。  

・発表年は西暦で所定の項に入力してください。  

   

番号 発 表 年 論 文 題 名 、 発 表 誌 名 著 者 名 

１ 

 

 

２ 

 

 

 

 

３ 

 

 

 

2007 年 

 

 

2008 年 

 

 

 

 

2009 年 

 

 

 

頭部顔面の三次元的形態分析法の標準化とその臨

床応用、浪速大学歯学雑誌、51(2): 1-20 

 

Fibrosarcoma: benefits of magnetic resonance 

imaging and computed tomography, Oral 

Surgery Oral Medicine Oral Pathology, 118(3): 

100-120 

 

口腔の細胞診―スクリーニングとしての有用性―、

歯界月報、760: 65-80 

 

 

大阪太郎 

 

 

Osaka T, Tanaka H, 

Yodoya J, Nakanoshima 

K 

 

 

大阪太郎・田中花子・淀

屋次郎・中之島京子 


